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　25歳でコマツに入社し、技術スタッフと
してパワーショベルの部品の機械加工部
門からスタート。途中、10年間の半導体
部門の出向を経験し、44歳で再び建設機
械部門へ帰還し海外経験が始まります。
ドイツのみで製造されていた300tクラス
の超大型パワーショベルを１年以内に日
本とインドネシアで製造・納車するプロジ
ェクトリーダーに抜擢。各分野の専門家

を招集し、かなりの修羅場を潜り抜け、な
んとか期限内に組み上げ海外の大手ユー
ザーに納車。この時期にドイツに４
回、インドネシアに２回出張し異文
化の中、如何なる困難も信じる仲
間達と共に考え抜き、最後までや
り抜く大切さを心底実感しました。
このプロジェクトの経緯を知る方
の推薦で48歳から４年間コマツの
ドイツ現地法人（開発、製造、販
売会社）で副社長に就任。2010年

～現在、約３年間コマツのチェコ現地法
人（製造）で社長をしています。

　日本の主要企業は、グローバル経済に適応した事業環境の構築を急ぎ、その人材の確保に懸命になってい
ます。グローバルに戦える技術者に求められるものをイメージすることが、はじめの一歩です。海外で活躍する
先輩のアドバイスから、そのヒントをつかもう!

海外勤務への経緯

国際社会で活躍できる人になるために

在校生へのメッセージ

海外勤務への経緯

　欧米では幼い頃から自己主張すること
を学ぶので、和を尊び集団生活に慣れた
日本人には違和感があります。しかしなが
ら「人間の根っこは皆同じ」つまり「健康
で幸せになりたい」と言う願望は世界共通
と思います。自己主張とチームワークの両
方を上手く調和させる事と現地の特異性
（法律、文化や慣習、気候風土、国民
性）を組み合わせる事でモチベーションを
与えモラル（道徳）やモラール（やる気）
の向上に努めています。
　母国を離れ、自分が持つコアな知識と
行動力を武器に、異国で英語や現地語を

自由に話し、ビジネスの最前線で成果を
上げるグローバル人材。ＥＵ（欧州連合）
のお陰で人の国外移動はかなり自由なこ
こ欧州で強く感じるのは、グローバル（地
球規模）に加え、ボーダレス（境界の消
滅）の時代に既に突入しているという事で
す。激動する国際社会で活躍できる人材
の基本的な素養について個人的見解を述
べます。
1. いかなる環境でも健康と体力を維持
できること

2. ビジネスとプライベートの時間を完
全に分けること

3. 通常は上手くいかない事が当たり前
と思うと同時に、なぜ上手くいか
ないかを真剣に突き止めること

4. 国籍を問わず異世代、異性、異業種
の友達を作り交流を維持すること

5. 英語は特別視せず教養の一部とみな
し、もう一言語を習得する努力を
すること

6. 世の中で学歴と同じ価値を持つのは
生涯にわたる学習歴であることを
実践すること

7. 恥をかく事を恐れず恥を恐れること
を恥だと思うこと

　本学では、平成25年１月現在、23カ国・地域、79機関（大学・大学部局・研究所）との間で、国際交流協定を締結し、多くの学生が、語学研修プ
ログラムや相互交流プログラムに参加しています。
　また、（独）日本学生支援機構による留学生交流支援制度等を積極的に活用し、学生の海外派遣プログラムを複数実施しているほか、明
専会の奨学金により、多くの学生が研究発表のために海外渡航しております。
　平成23年度は、これらの制度により400人以上の学生が、プログラムや研究発表のために海外渡航しました。

国際社会で活躍できる人になるために

　今世界では、ものの見方を根本的に規
定している概念的枠組みが大きく変わる
パラダイム・シフトの時代に突入していま
す。その一方、人間の尊厳や宇宙の営み
など変えてはいけない、変えることができ
ない原理・原則も存在します。今後みなさ

んは、時代の大きなうねりを経験すること
になるでしょう。先ずは、学問、研究を通し
て物事を理論的に考える力をしっかり身
につけてください。そして、五感というアン
テナを全方位に向け、学問以外の分野に
も興味の触手を伸ばし感性に磨きをかけ

てください。日本から世界を見るのも良し、
世界に出向いて世界を見るのも良し。実
社会には様々な困難なことがあり、みなさ
んの登場を待ちわびています。若い世代
に構築した心と身体そして頭脳を駆使し
て問題解決に挑戦してください。「もうだ
めだ･･･と思った２歩先に幸せの扉は必ず
開いている」ことを忘れないでください。

在校生へのメッセージ

国際交流協定校の拡充、学生の海外派遣プログラム

チェコ現地法人スタッフと

8

九工大通信
九
工
大
通
信

2
0

1
3

.0
4

.0
1

S
p
r
in

g
v
o
l
.4

2

■
発
行
日　

平
成
25
年
4
月
１
日　
　
■
編
集
協
力　

西
日
本
新
聞
社　
　
■
印　

刷　

西
日
本
新
聞
印
刷　

■
発　

行　

九
州
工
業
大
学　

総
務
課　

 

〒
８
０
４
│

８
５
５
０   

北
九
州
市
戸
畑
区
仙
水
町
１
番
１
号   

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
９
３
│

８
８
４
│

３
０
０
７

2013.04.01

Spring

vol.42



　

延
山　

情
報
工
学
部
で
は「
学
習
コ
ン
シ
ェ

ル
ジ
ェ
」
を
開
設
し
て
い
ま
す
。
学
部
の
教

員
や
大
学
院
生
が
駐
在
し
て
、
数
学
、
物
理
、

英
語
、
情
報
の
基
礎
科
目
の
学
習
を
個
別
に

指
導
し
て
い
ま
す
。
学
生
に
は
頼
も
し
い
存

在
で
す
。

　

前
田　

工
学
部
に
は
「
学
習
支
援
室
」
が

あ
り
ま
す
。
数
学
、
物
理
、
化
学
に
つ
い
て

課
題
が
解
け
な
い
と
か
、試
験
が
不
安
と
い
っ

た
個
々
の
悩
み
に
つ
い
て
退
職
教
員
が
丁
寧

に
対
応
し
て
い
ま
す
。

　

尾
家　
ｅ

ラ
ー
ニ
ン
グ
と
い
っ
て
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
で
学
習
で
き
る
シ
ス
テ
ム
も
あ

り
ま
す
。
教
科
に
よ
っ
て
は
授
業
を
ネ
ッ
ト

で
見
て
自
宅
で
復
習
で
き
ま
す
。
高
校
で
選

択
し
な
か
っ
た
科
目
の
勉
強
に
も
効
果
が
あ

り
ま
す
。

■
チ
ー
ム
で
課
題
に
取
り
組
む
力

を
養
う
■

　

前
田　

チ
ー
ム
で
課
題
に
取
り
組
み
、
答

え
を
導
き
出
し
て
い
く
学
習
方
法
が
、
課
題

解
決
型
学
習
（
Ｐ
Ｂ
Ｌ
）
で
す
。
何
を
作
る

か
を
学
生
が
企
画
し
て
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を

立
て
ま
す
。
実
験
や
試
作
を
繰
り
返
し
、
最

後
は
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
す
。

電
気
の
分
野
で
い
え
ば
、
自
分
た
ち
で
回
路

を
設
計
し
て
監
視
シ
ス
テ
ム
を
つ
く
っ
た
り
、

化
学
系
だ
と
物
質
を
合
成
し
た
り
し
ま
す
。

　

延
山　

情
報
工
学
部
で
も
モ
ー
タ
ー
を
備

え
た
ブ
ロ
ッ
ク
を
使
っ
て
迷
路
を
早
く
脱
出

す
る
に
は
ど
う
い
う
プ
ロ
グ
ラ
ム
設
計
を
す

れ
ば
よ
い
か
な
ど
を
チ
ー
ム
で
考
え
さ
せ
ま

す
。

　

尾
家　

現
在
の
産
業
技
術
社
会
は
複
雑
化

し
て
い
ま
す
か
ら
一
人
で
課
題
を
解
決
す
る

こ
と
は
難
し
い
。
チ
ー
ム
で
議
論
を
重
ね
て

解
決
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
そ
う
し
た
議

論
の
空
間
作
り
と
い
う
こ
と
に
も
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

　

延
山　

情
報
工
学
部
で
は
平
成
23
年
に「
Ｍ

Ｉ
Ｌ
Ａ
ｉ
Ｓ
」
を
整
備
し
ま
し
た
。
未
来
型

対
話
形
式
の
学
習
教
室
の
こ
と
で
す
。

　

尾
家　

ア
メ
リ
カ
な
ど
で
盛
ん
な
ス
タ
イ

ル
で
す
。
レ
イ
ア
ウ
ト
自
在
な
空
間
で
学
生

同
士
が
議
論
で
き
る
教
室
で
す
。

　

―

成
果
が
出
て
い
ま
す
か
。

　

尾
家　

あ
る
自
動
車
関
連
企
業
が
未
来
の

車
に
関
し
て
九
工
大
生
に
ア
イ
デ
ア
を
募
り

ま
し
た
。
そ
れ
を
「
Ｍ
Ｉ
Ｌ
Ａ
ｉ
Ｓ
」
で
行
っ

た
の
で
す
が
、
そ
の
企
業
の
担
当
者
に
は
「
九

工
大
生
は
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
す
る
能
力
に

た
け
て
い
ま
す
ね
」
と
感
心
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

延
山　
「
Ｍ
Ｉ
Ｌ
Ａ
ｉ
Ｓ
」
で
グ
ル
ー
プ

ワ
ー
ク
し
て
い
る
学
生
か
ら
、
学
内
コ
ン
テ

ス
ト
に
応
募
す
る
ケ
ー
ス
が
多
い
で
す
。
自

発
的
に
学
び
を
深
め
て
い
っ
た
成
果
だ
と
思

い
ま
す
。

　

前
田　

工
学
部
で
は
「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
ラ

ボ
ラ
ト
リ
」
や
「
も
の
つ
く
り
工
房
」
が
あ

り
ま
す
。
学
生
グ
ル
ー
プ
が
自
主
的
に
活
動
す

る
も
の
づ
く
り
の
場
を
提
供
し
て
支
援
し
て
い

ま
す
。

　
尾
家　
工
学
部
の
そ
こ
で
の
成
果
に
、
学
生

創
造
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
あ
り
ま
す
。
フ
ラ
ン
ス

の
国
立
宇
宙
研
究
セ
ン
タ
ー
な
ど
が
主
催
す
る

ロ
ケ
ッ
ト
打
ち
上
げ
競
技
会
へ
の
参
加
や
、
学

生
フ
ォ
ー
ミ
ュ
ラ
チ
ー
ム
な
ど
が
活
発
に
活
動

し
て
い
ま
す
。
チ
ー
ム
で
の
も
の
づ
く
り
が
「
人

間
力
」
を
も
養
っ
て
い
ま
す
。

■
グ
ロ
ー
バ
ル
な
人
材
教
育
が
大
切
■

　

―

九
工
大
が
世
界
に
求
め
ら
れ
る
役
割
を
果

た
す
た
め
の
人
材
教
育
と
は
何
で
し
ょ
う
か
。

　
前
田　
世
界
で
活
躍
で
き
る
グ
ロ
ー
バ
ル
教

育
が
必
要
で
し
ょ
う
が
、
そ
の
た
め
に
も
工
学

基
礎
力
を
し
っ
か
り
教
え
込
む
こ
と
だ
と
思
い

ま
す
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で
の
国
際
化
は
海
外
か

ら
の
受
け
入
れ
が
中
心
で
し
た
が
、
今
後
は
海

外
に
学
生
を
送
り
だ
す
こ
と
も
大
切
だ
と
考
え

ま
す
。　
　

　
延
山　
情
報
工
学
部
で
は
希
望
者
を
募
っ
て

国
際
先
端
情
報
科
学
者
養
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
Ｉ

Ｉ
Ｆ
プ
ロ
グ
ラ
ム
）
を
設
け
て
実
践
的
な
英
語

教
育
を
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
海
外
留
学

を
体
験
す
る
の
で
す
が
、
た
く
ま
し
く
な
っ
て

帰
国
し
ま
す
。
殻
を
破
る
き
っ
か
け
を
与
え
れ

ば
、
今
の
学
生
は
大
き
く
伸
び
て
く
れ
ま
す
。

　
尾
家　
グ
ロ
ー
バ
ル
な
人
材
教
育
が
大
切
で

し
ょ
う
。
た
だ
、
英
語
が
で
き
れ
ば
そ
れ
で
い

い
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
い
ろ
ん
な
異
な
っ

た
文
化
を
理
解
し
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が

で
き
る
人
材
を
育
て
る
こ
と
で
す
。
そ
の
よ
う

な
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
準
備
し
て
、
意
欲
の
高
い

学
生
の
才
能
を
伸
ば
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

　
九
州
工
業
大
学
で
は
社
会
を
豊
か
に
す
る
技

術
を
開
発
す
る
人
材
を
育
成
す
る
こ
と
に
力
を

注
い
で
い
ま
す
。
さ
ま
ざ
ま
な
教
育
シ
ス
テ
ム

を
構
築
し
た
結
果
、
優
秀
な
技
術
者
を
輩
出
、

〝
全
国
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
就
職
率
〞
と
い
う
形

で
産
業
界
の
高
い
評
価
を
得
て
い
ま
す
。
一
方

で
新
入
生
の
質
の
多
様
化
に
応
じ
た
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
作
り
や
、
企
業
側
の
求
め
る
グ
ロ
ー
バ
ル

な
人
材
育
成
の
シ
ス
テ
ム
な
ど
、
新
た
な
課
題

も
浮
上
し
て
い
ま
す
。
今
回

は
教
育
を
担
当
す
る
副
学

長
、
各
学
部
長
に
本
学
の
学

部
教
育
に
関
す
る
具
体
的
な

取
り
組
み
に
つ
い
て
語
っ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。（
司
会

は
野
口
智
弘
・
西
日
本
新
聞

報
道
本
部
コ
ン
テ
ン
ツ
事
業

局
次
長
）

■
建
学
の
精
神
に

沿
っ
た
人
材
育
成

■

　

―

次
世
代
を
担
う
技
術
者

育
成
の
た
め
に
、
九
工
大
で

は
ど
の
よ
う
な
学
部
教
育
の

方
針
を
掲
げ
て
い
ま
す
か
。

　
尾
家
祐
二
・
副
学
長　
ど

う
い
う
人
材
を
世
に
送
り
出

す
の
か
と
い
う
視
点
か
ら
、

三
つ
の
教
育
ポ
リ
シ
ー
を
掲

げ
て
い
ま
す
。
一
つ
は
デ
ィ

プ
ロ
マ
ポ
リ
シ
ー
（
学
位
授

与
方
針
）
で
、
卒
業
生
が
備

え
る
べ
き
知
識
、
技
能
お
よ

び
態
度
・
志
向
性
を
示
し
た

方
針
で
す
。
こ
う
し
た
人
材

を
育
て
る
た
め
の
教
育
課
程

の
編
成
方
針
が
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
ポ
リ
シ
ー
。
そ

し
て
入
学
者
の
受
け
入
れ
方
針
と
し
て
理
工
学

分
野
の
基
礎
力
を
持
っ
た
学
生
を
選
抜
す
る
方

針
が
ア
ド
ミ
ッ
シ
ョ
ン
ポ
リ
シ
ー
で
す
。
こ
の

三
つ
の
ポ
リ
シ
ー
を
定
め
て
、
学
習
者
視
点
に

立
っ
た
教
育
を
目
指
し
て
い
ま
す
。「
技
術
に
堪

能
な
る
士
君
子
」
の
養
成
と
い
う
本
学
の
建
学

精
神
に
沿
っ
て
、
個
性
豊
か
で
自
分
自
身
を
管

理
す
る
能
力
、
チ
ー
ム
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
で
き
る

能
力
を
発
揮
で
き
る
よ
う
な
人
材
の
育
成
を
目

指
し
て
い
ま
す
。

　
前
田
博
・
工
学
部
長　
工
学
部
で
は
学
生
が

勉
学
に
励
む
気
持
ち
に
な
る
よ
う
に
「
動
機
づ

け
教
育
」
を
重
視
し
て
い
ま
す
。
企
業
で
活
躍

す
る
Ｏ
Ｂ
の
技
術
者
を
招
い
て
の
講
義
を
本
年

度
か
ら
本
格
的
に
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

　

―

九
工
大
の
教
員
の
約
30
％
が
企
業
出
身
者

だ
そ
う
で
す
が
、
さ
ら
に
企
業
現
場
の
技
術
者

が
実
戦
教
育
を
行
う
の
で
す
ね
。

　
前
田　
今
の
学
生
は
リ
ポ
ー
ト
を
書
く
に
し

て
も
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
か
ら
の
引
用
が
容
易
で

す
。
で
す
の
で
、
自
ら
考
え
そ
れ
を
表
現
で
き

る
よ
う
に
絵
を
手
書
き
で
描
か
せ
て
解
説
さ
せ

る
と
い
う
方
法
を
取
り
入
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

入
学
時
に
だ
け
実
施
し
て
い
た
オ
リ
エ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
を
本
年
度
か
ら
は
各
学
年
で
も
実
施
し

ま
す
。
次
の
ス
テ
ッ
プ
に
向
け
て
何
を
や
る
べ

き
か
自
覚
さ
せ
る
た
め
で
す
。

　
延
山
英
沢
・
情
報
工
学
部
長　
２
０
０
５
年

に
情
報
工
学
部
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は
Ｊ
Ａ
Ｂ
Ｅ

Ｅ（
日
本
技
術
者
教
育
認
定
機
構
）
の
認
定
を
受

け
ま
し
た
。
卒
業
生
は
世
界
水
準
を
満
た
し
た

技
術
者
と
し
て
認
め
ら
れ
る
わ
け
で
、
卒
業
後

の
キ
ャ
リ
ア
に
有
利
に
な
る
こ
と
が
期
待
で
き

ま
す
。
学
部
全
学
科
の
一
斉
認
定
取
得
は
全
国

初
の
快
挙
で
し
た
。
今
後
も
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の

改
善
を
継
続
的
に
行
い
、
世
界
水
準
を
維
持
す

る
よ
う
努
力
し
て
い
き
ま
す
。

■
初
年
次
教
育
を
強
化
■

　

―

わ
が
国
の
工
学
部
入
学
志
願
者
は
平
成
24

年
度
ま
で
の
過
去
10
年
間
で
約
３
割
減
だ
そ
う

で
す
ね
。
学
力
レ
ベ
ル
の
ば
ら
つ
き
対
策
は
ど

う
し
て
い
ま
す
か
。

　
尾
家　
九
工
大
で
は
志
願
倍
率
が
年
々
増
加

し
て
い
て
本
学
へ
の
興
味
を
持
っ
て
い
る
人
は

増
え
て
い
ま
す
が
、18
歳
年
齢
の
減
少
に
よ
り
、

大
学
の
教
育
シ
ス
テ
ム
の
再
構
築
は
必
要
だ
と

考
え
て
い
ま
す
。
九
工
大
で
は
２
０
０
９
年
度

に
文
部
科
学
省
の
大
学
教
育
・
学
生
支
援
推
進

事
業
【
テ
ー
マ
A
】
大
学
教
育
推
進
プ
ロ
グ
ラ

ム
（
大
学
教
育
の
充
実
〜
Ｇ
ｏ
ｏ
ｄ　

Ｐ
ｒ

ａ
ｃ
ｔ
ｉ
ｃ
ｅ
〜
）
に
て
「
自
学
自
習
力
育

成
に
よ
る
学
習
意
欲
と
学
力
の
向
上-

入
学
時

の
多
様
な
学
力
に
対
応
す
る
ス
モ
ー
ル
ス

テ
ッ
プ
型
自
学
自
習
教
育
の
推
進-

」
が
採
択

さ
れ
、
大
学
初
年
次
を
対
象
に
し
た
初
年
次

教
育
を
強
化
し
て
い
ま
す
。

　

―

具
体
的
に
は
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
で

す
か
。

ジ
ャ
ビ
ー

ミ

ラ

イ
ズ
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未来型インタラクティブ学習教室　MILAiS（情報工学部）

工学部長  前 田  　博

副学長（教育・情報担当）  尾 家  祐 二

情報工学部長  延 山  英 沢

もは長部取いは報局■育は方うす三げプ与えび方

次世代を担うエンジニア・
研究開発者育成の学部教育を聞く

プロジェクトラボラトリ（工学部）
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　新製品やその製品を生産する装置などを開発する場合、生産性、
コストと機能性のバランスをとるとともに、開発・立ち上げの過
程で起こるトラブルを未然に防ぎながら、効率よく新製品を顧客
に提供するための開発技法が必要になります。
　大学ではあまり教わらない学問分野ですが、企業において、身
に付けておけば役に立つ大切な考え方の一つです。
　品質工学の生みの親である田口玄一氏の姓をとって、欧米で
は、Taguchi methods と呼ばれています。
　調べてみてください。役に立ちますよ。

【 品質工学】

品
質
の
安
定
を
目
指
し
て

　

―

京
セ
ラ
と
い
え
ば
、
電
子
機
器
の
パ
ッ

ケ
ー
ジ
や
太
陽
光
発
電
な
ど
グ
ロ
ー
バ
ル
に

展
開
す
る
企
業
で
す
ね
。

　

入
社
し
て
７
年
。携
帯
電
話
や
太
陽
電
池
、

電
子
部
品
な
ど
の
生
産
ラ
イ
ン
の
機
械
・
装

置
の
開
発
や
製
造
プ
ロ
セ
ス
の
改
良
を
担
当

し
て
い
ま
す
。
効
率
、
コ
ス
ト
、
ス
ピ
ー
ド

の
面
で
最
適
化
す
る
た
め
、
独
自
の
ノ
ウ
ハ

ウ
の
確
立
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、
設
計
者
と
組
ん
で
新
し
い

機
械
を
製
作
す
る
ほ
か
、
そ
の
機
械
が
正
常

に
作
動
す
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
組
み
込
ま

れ
た
後
も
実
用
的
な
改
善
を
重
ね
ま
す
。
立

ち
上
げ
か
ら
完
成
ま
で
１
年
以
上
か
か
る
場

合
も
あ
り
ま
す
。

　

も
の
づ
く
り
を
す
る
上
で
大
切
な
の
は
品

質
の
安
定
で
す
。
技
術
を
詰
め
込
む
だ
け
で

な
く
、
現
場
で
起
こ
っ
て
い
る
問
題
に
対
処

し
な
が
ら
恒
久
的
に
開
発
を
続
け
て
い
き
ま

す
。

も
の
づ
く
り
の
新
た
な
ア
プ
ロ
ー
チ

　

―

現
在
の
会
社
を
選
ん
だ
理
由
は
。
大
学

時
代
の
学
び
は
生
か
さ
れ
て
い
ま
す
か
。

　

就
職
時
は
環
境
問
題
へ
の
関
心
が
高
ま
っ

て
い
た
時
期
。
せ
っ
か
く
な
ら
ば
、
直
接
的

に
環
境
保
護
に
役
立
つ
仕
事
や
エ
ネ
ル
ギ
ー

問
題
を
解
決
で
き
る
職
業
に
就
き
た
い
と
い

う
思
い
で
、
ソ
ー
ラ
ー
シ
ス
テ
ム
に
力
を
入

れ
て
い
た
京
セ
ラ
を
選
び
ま
し
た
。

　

実
際
に
配
属
さ
れ
た
の
は
希
望
す
る
研
究

部
門
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
研
究
さ

れ
た
も
の
を
、
安
く
品
質
よ
く
世
の
中
に
提

供
す
る
と
い
う
、
も
の
づ
く
り
の
新
た
な
ア

プ
ロ
ー
チ
を
教
わ
り
ま
し
た
。
在
学
中
は
研

究
が
す
べ
て
と
思
っ
て
い
た
の
で
す
が
、
社

会
に
出
て
み
て
、
多
様
な
形
で
も
の
づ
く
り

に
携
わ
れ
る
こ
と
を
実
感
し
ま
し
た
。

　

在
学
中
の
研
究
テ
ー
マ
は
ロ
ボ
ッ
ト
の
ナ

ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム
の
開
発
で
す
。
人

間
の
代
わ
り
に
さ
ま
ざ
ま
な
仕
事
を
ロ
ボ
ッ

ト
に
さ
せ
る
に
は
周
囲
の
物
体
と
の
距
離
関

係
を
把
握
で
き
な
く
て
は
な
ら
な
い
の
で
、

画
像
か
ら
位
置
の
推
定
や
障
害
物
の
認
識
が

で
き
る
機
能
を
検
証
し
ま
し
た
。

　

こ
の
と
き
に
学
ん
だ
画
像
処
理
の
技
術
が

現
在
所
属
す
る
画
像
処
理
開
発
の
仕
事
で
生

か
さ
れ
て
い
ま
す
。
生
産
ラ
イ
ン
の
装
置
も

自
動
で
動
く
ロ
ボ
ッ
ト
に
近
い
の
で
、
不
良

を
見
つ
け
た
り
、
検
査
し
た
り
、
プ
ロ
グ
ラ

ミ
ン
グ
も
し
て
い
ま
す
。

技
術
を
伝
え
る
た
め
に
は

　

―

在
学
中
は
ア
メ
リ
カ
へ
の
横
断
、
海
外

で
の
論
文
発
表
な
ど
積
極
的
に
過
ご
さ
れ
て

い
た
と
聞
き
ま
し
た
。
在
学
生
へ
エ
ー
ル
を

お
願
い
し
ま
す
。

　

ア
メ
リ
カ
へ
は
夏
休
み
を
利
用
し
て
行
き

ま
し
た
。
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
工
科
大
学
へ

の
在
外
研
究
員
経
験
の
あ
る
担
当
教
員
か

ら
、
ア
メ
リ
カ
の
技
術
や
考
え
を
肌
で
感
じ

て
こ
い
、
と
勧
め
ら
れ
ま
し
た
。
10
年
ほ
ど

前
に
な
り
ま
す
の
で
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や

電
子
機
器
の
一
般
的
な
普
及
状
況
に
驚
き
ま

し
た
ね
。

　

一
方
で
、
そ
の
部
品
や
技
術
は
日
本
の
も

の
。
日
本
の
場
合
、
技
術
力
は
あ
る
の
に
、

実
用
化
の
ス
ピ
ー
ド
が
遅
く
、
残
念
な
思
い

で
し
た
。

　

技
術
が
優
れ
て
い
る
の
に
、
そ
れ
を
ア

ピ
ー
ル
で
き
な
い
の
は
も
っ
た
い
な
い
。Ｉ

Ｔ
分
野
を
は
じ
め
と
す
る
産
業
界
で
は
東
南

ア
ジ
ア
や
イ
ン
ド
が
主
な
市
場
で
す
。
公
用

語
で
あ
る
英
語
は
必
須
。
現
場
で
も
海
外
の

工
場
に
機
械
を
導
入
す
る
際
、
自
分
の
言
葉

で
説
明
が
で
き
、ス
ム
ー
ズ
に
進
み
ま
し
た
。

　

大
事
な
の
は
英
語
を
含
め
た
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
力
。
技
術
者
と
い
え
ど
も
、
基

本
は
人
と
の
つ
な
が
り
で
す
。
他
大
学
や
ほ

か
の
研
究
機
関
の
人
と
、
研
究
を
通
じ
て
積

極
的
に
交
流
し
て
く
だ
さ
い
。
学
生
の
時
期

に
視
野
を
広
げ
る
こ
と
は
必
ず
役
に
立
ち
ま

す
。

　

ち
な
み
に
、就
職
し
て
わ
か
り
ま
し
た
が
、

九
工
大
の
卒
業
生
の
評
価
は
と
て
も
高
い
で

す
よ
。
そ
れ
も
在
学
中
に
実
験
や
レ
ポ
ー
ト

で
厳
し
く
鍛
え
ら
れ
た
か
ら
だ
と
思
い
ま

す
。
し
っ
か
り
と
基
礎
を
身
に
付
け
、
実
践

的
な
研
究
を
重
ね
て
く
だ
さ
い
。

も
の
づ
く
り
の
現
場
に
革
新
を

　

―

そ
の
英
語
力
が
認
め
ら
れ
、
来
春
に
は

渡
米
さ
れ
る
そ
う
で
す
ね
。
将
来
の
目
標
を

梅
野
拓
馬

２
０
０
６
年
本
学
情
報
工
学
研
究
科
情
報
シ
ス
テ
ム

専
攻
博
士
前
期
課
程
修
了
。同
年
京
セ
ラ
株
式
会

社
入
社
。現
在
、大
阪
府
大
東
市
の
大
阪
大
東
事
業

所
に
あ
る
生
産
技
術
開
発
部
に
所
属
。

梅
野 

拓
馬
さ
ん
（31歳）

京
セ
ラ
株
式
会
社　

生
産
技
術
開
発
部

大
切
な
の
は
、コ
ミュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力

さ
ん

（
う
め
の
・
た
く
ま
）

教
え
て
く
だ
さ
い
。

　

英
語
を
勉
強
し
て
い
た
お
か
げ
で
、
チ
ャ
ン
ス
を

与
え
ら
れ
ま
し
た
。
さ
ら
な
る
画
像
処
理
の
技
術
を

学
び
に
、
大
学
の
研
究
室
に
２
年
間
留
学
す
る
予
定

で
す
。

　

よ
り
機
械
化
さ
れ
て
は
い
ま
す
が
、
い
ま
だ
生
産

ラ
イ
ン
は
人
に
頼
っ
て
い
ま
す
。
画
像
処
理
の
検
査

で
は
、
あ
い
ま
い
な
部
分
ほ
ど
、
人
の
目
が
必
要
で

す
。

　

世
の
中
は
進
ん
で
い
る
よ
う
で
も
、
も
の
づ
く
り

の
現
場
に
革
新
的
な
こ
と
は
起
こ
っ
て
い
な
い
の
で

す
。
も
っ
と
安
定
し
た
生
産
現
場
に
す
る
た
め
、
も

の
づ
く
り
の
根
底
を
変
え
る
よ
う
な
仕
組
み
を
開
発

し
た
い
で
す
ね
。
新
し
い
技
術
を
自
分
の
手
で
生
み

出
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
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国
立
大
学
で
唯
一
の
情
報
工
学
部
。幅
広
い
知
識
と
専
門
性
を
身
に
つ
け
た
卒

業
生
は
、就
職
先
で
も
高
い
評
価
を
得
て
い
ま
す
。最
先
端
技
術
で
電
子
部
品

を
生
み
出
す
企
業
で
活
躍
す
る
梅
野
拓
馬
さ
ん
も
そ
の
一
人
。来
春
に
は
研
究

の
た
め
の
渡
米
を
控
え
た
会
社
の
ホ
ー
プ
で
す
。

Voice

         of 

Graduate

キーワード
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　平成25年度より本学独自の学生支援
事業として、「鳳龍奨学賞」を創設しま
した。これまでは、学部１年次から３年
次までの学業成績が特に優秀な４年次生
に対し、４年次の授業料（前・後期分）
の全額が免除される制度がありました
が、新制度では、学年ごとに表彰状と奨
学金を授与することで、全学年にわたる
学習意欲のより一層の向上及び経済的支
援を図ります。学生のみなさんには、よ
り一層勉学に励まれるよう期待します！

　本学の創立100周年（平成22年５月）を迎えるにあたり、
本学の卒業生である中村孝氏より「母校創立の精神と、
明専～九州工大と連なる輝かしい伝統に想いを馳せ、
100年の歩みを伝えるような記念館を、創っていただく
ようお願いいたします」との書信とともにご寄付をいた
だいたことに端を発し、記念館の建設を企画いたしまし
た。母校の永続を願った中村氏の想いを継承し、在学生・
卒業生だけでなく、企業や地域の皆様も利用できる本学
の新しいシンボルとして、平成25年３月に開館いたしま
した。

　　環境問題が叫ばれる中、電気エネルギー技術の重要性
は高まっています。本研究室では、ＧＰＳの正確な時刻情報を
用いた電力ネットワークの監視を行うシステムの構築を進め、電

力を安定して流通させるための解析・制御技術を発展させています。
　これらを起点に、太陽光発電や風力発電で発生したエネルギーの効率
的利用のために電気自動車の充電を利用した制御の実験を進めています。
すでに、学内には太陽電池や風車ポンプなどの技術を組み合わせた「グ
リーンキューブ」を設置し、省エネや生物多様性への貢献、コスト削減の効果を検証しています。今後も低炭素社会
に貢献する研究を続けていきます。（三谷康範教授）

九州工業大学学長表彰「鳳龍奨学賞」を新設

百周年中村記念館を開館

 種類 対象者 受賞者数 支給額等 対象となる学生

 最優秀賞 ４年次生 22名

 努力賞 ３年次生 22名

 　 ３年次生 22名
 優秀賞
  ２年次生 22名

表彰状及び４年次にお
ける１年間の授業料全
額免除

１年次から３年次までの
３年間における学業成績
が優秀な学生

前の学年での１年間にお
ける学業成績が優秀な学
生

表彰状及び奨学金
　　　 100,000円

２年次終了時の過去 1 年
間における学業成績の伸
びが顕著な学生

表彰状及び奨学金
　　　 50,000円

Information

九工大通信では、皆様のご意見・ご感想をお待ちしております。
九州工業大学総務課広報企画係　
〒804-8550　北九州市戸畑区仙水町１－１  Tel：（093）884-3007  Fax：（093）884-3015
メールアドレス：sou-kouhou@jimu.kyutech.ac.jp

宛　先
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は高
用いた
定し

これらを起点
的利用のために
す 学内

用
力を安定

　これらを起

表紙写真

【三谷研究
室／

 工学部　
電気電子工学

科】

67 九工大通信

＊PBL（＝Project-Based Learning：課題解決型学習）とは、解決方法が分からない課題にチームで取り組み、
答えを導き出していく学習方法です。メンバーが互いにアイデアや意見を出し合いながら１つの目標を達成するプロ
セスを通して、問題発見・解決能力、コミュニケーション・ディスカッション能力など、企業で必要とされる即戦力を
身につけていきます。工学部・情報工学部には学習内容や形態に合わせた空間を創り出すことができる新しいスタイ
ルの教室が設備されています。（P３参照）

　このサービスは、スマートフォンのア
プリを活用して参加者一人一人に専属秘
書を提供し、好みを設定すれば魚町銀天
街（北九州市小倉北区）の中からユーザ
に合わせたオススメ店舗を紹介してくれ
るというもの。さらに、スマホのGPS 
機能を用いた足跡（チェックイン）や、
店舗の評価・コメントを残せば、ポイン
トをGet ！貯めたポイントは秘書を数段
階成長させたり、魚町銀天街等で使える
買い物ポイント（＝ＵＯＣＡポイント）
に交換することができます。
　アプリの利用で、若い世代にも魚町銀
天街の魅力をＰＲでき、商店街は新規顧
客やリピーターの獲得を、参加者はポイ
ントを獲得しつつ楽しく商店街を回遊で
きるなど、双方にメリットがあるよう工
夫されています。

　このプロジェクトは、九工大の PBL（＝
Project-Based Learning：課 題解

決型学習）* の一環で、学部・専攻をま
たいで自ら志願した学生たちが参加。他
大学の学生や企業とチームを組んでのプ
ロジェクト推進は彼等にとって初めての
試みですが、企画・開発・広報・実施の
全てを自分たちの手で行わなければなり
ません。
　「顔も知らないメンバーが集まって、初
めてミーティングをテレビ会議で行った
時は、それぞれが言いたいことを言って
全く話がまとまらない状態でした」と立
ち上げ当初の苦労を語るのはプロジェク
トマネージャーの古屋 貴之さん（大学院
情報工学府情報システム専攻　博士前期
課程１年）。「だけど、何度かミーティン
グをするにつれ、みんながだ
んだんと人の意見を尊重しな
がら話し合うようになってい
ったんです」
　告知UI（ユーザインターフ
ェイス）班の福田 成美さん（大

学院情報工学府情報システム専攻　博士
前期課程１年）は「はじめは商店街の店
舗さんにどうやってコンタクトを取って
いいかもわからない状態でした。店舗さ
んへのヒヤリングを重ね、アプリ開発班
に店舗さんの要望をできるだけ正確に伝
えようとしていくうちに、徐々にコミュ
ニケーションの取り方がうまくなってい
きました」と自分たちの成長を振り返り
ます。
　「座って講義を受けるだけではこんな学
生主体の活動を体験することは絶対にで
きません。本当にいい勉強になりました」
と話す２人には自信に満ちた笑顔が溢れ
ていました。

魚町銀天街　　九工大生

　年末年始の買い物客で商店街が賑わう平成24
年12月15日㈯～平成25年１月20日㈰、九州工業
大学と北九州市立大学の学部・大学院生15名が
タッグを組み、ヒューマンメディア財団・北九
州市と共同で、ＩＣＴ（情報通信技術）を活用し
た「魚町銀天街案内Ｗｅｂサービス」の実証実
験を行いました。

スマホアプリで
地元商店街を
活性化！

平成24年12月15日㈯16日㈰開催のキックオフイベントの様子
アプリの使い方説明をする学生たち

右：プロジェクトマネージャー　古屋 貴之さん
　　（大学院情報工学府情報システム専攻　博士前期課程１年）
左：告知UI班　福田 成美さん
　　（大学院情報工学府情報システム専攻　博士前期課程１年）
　 ※学年は取材時



　平成25年度より本学独自の学生支援
事業として、「鳳龍奨学賞」を創設しま
した。これまでは、学部１年次から３年
次までの学業成績が特に優秀な４年次生
に対し、４年次の授業料（前・後期分）
の全額が免除される制度がありました
が、新制度では、学年ごとに表彰状と奨
学金を授与することで、全学年にわたる
学習意欲のより一層の向上及び経済的支
援を図ります。学生のみなさんには、よ
り一層勉学に励まれるよう期待します！

　本学の創立100周年（平成22年５月）を迎えるにあたり、
本学の卒業生である中村孝氏より「母校創立の精神と、
明専～九州工大と連なる輝かしい伝統に想いを馳せ、
100年の歩みを伝えるような記念館を、創っていただく
ようお願いいたします」との書信とともにご寄付をいた
だいたことに端を発し、記念館の建設を企画いたしまし
た。母校の永続を願った中村氏の想いを継承し、在学生・
卒業生だけでなく、企業や地域の皆様も利用できる本学
の新しいシンボルとして、平成25年３月に開館いたしま
した。

　　環境問題が叫ばれる中、電気エネルギー技術の重要性
は高まっています。本研究室では、ＧＰＳの正確な時刻情報を
用いた電力ネットワークの監視を行うシステムの構築を進め、電

力を安定して流通させるための解析・制御技術を発展させています。
　これらを起点に、太陽光発電や風力発電で発生したエネルギーの効率
的利用のために電気自動車の充電を利用した制御の実験を進めています。
すでに、学内には太陽電池や風車ポンプなどの技術を組み合わせた「グ
リーンキューブ」を設置し、省エネや生物多様性への貢献、コスト削減の効果を検証しています。今後も低炭素社会
に貢献する研究を続けていきます。（三谷康範教授）

九州工業大学学長表彰「鳳龍奨学賞」を新設

百周年中村記念館を開館

 種類 対象者 受賞者数 支給額等 対象となる学生

 最優秀賞 ４年次生 22名

 努力賞 ３年次生 22名

 　 ３年次生 22名
 優秀賞
  ２年次生 22名

表彰状及び４年次にお
ける１年間の授業料全
額免除

１年次から３年次までの
３年間における学業成績
が優秀な学生

前の学年での１年間にお
ける学業成績が優秀な学
生

表彰状及び奨学金
　　　 100,000円

２年次終了時の過去 1 年
間における学業成績の伸
びが顕著な学生

表彰状及び奨学金
　　　 50,000円

Information

九工大通信では、皆様のご意見・ご感想をお待ちしております。
九州工業大学総務課広報企画係　
〒804-8550　北九州市戸畑区仙水町１－１  Tel：（093）884-3007  Fax：（093）884-3015
メールアドレス：sou-kouhou@jimu.kyutech.ac.jp
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＊PBL（＝Project-Based Learning：課題解決型学習）とは、解決方法が分からない課題にチームで取り組み、
答えを導き出していく学習方法です。メンバーが互いにアイデアや意見を出し合いながら１つの目標を達成するプロ
セスを通して、問題発見・解決能力、コミュニケーション・ディスカッション能力など、企業で必要とされる即戦力を
身につけていきます。工学部・情報工学部には学習内容や形態に合わせた空間を創り出すことができる新しいスタイ
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時は、それぞれが言いたいことを言って
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きました」と自分たちの成長を振り返り
ます。
　「座って講義を受けるだけではこんな学
生主体の活動を体験することは絶対にで
きません。本当にいい勉強になりました」
と話す２人には自信に満ちた笑顔が溢れ
ていました。
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次世代を担うエンジニア・
研究開発者育成の学部教育を聞く　
Voice of Graduate 
京セラ株式会社　生産技術開発部

梅野 拓馬さん

海外で活躍する先輩から
白 土  裕 治
（しらつち ゆうじ）

KOMATSU STAVMEK（コマツ スタブメック）
Executive Director（取締役社長）

本学大学院工学研究科機械工学専攻　昭和58年修了

　25歳でコマツに入社し、技術スタッフと
してパワーショベルの部品の機械加工部
門からスタート。途中、10年間の半導体
部門の出向を経験し、44歳で再び建設機
械部門へ帰還し海外経験が始まります。
ドイツのみで製造されていた300tクラス
の超大型パワーショベルを１年以内に日
本とインドネシアで製造・納車するプロジ
ェクトリーダーに抜擢。各分野の専門家

を招集し、かなりの修羅場を潜り抜け、な
んとか期限内に組み上げ海外の大手ユー
ザーに納車。この時期にドイツに４
回、インドネシアに２回出張し異文
化の中、如何なる困難も信じる仲
間達と共に考え抜き、最後までや
り抜く大切さを心底実感しました。
このプロジェクトの経緯を知る方
の推薦で48歳から４年間コマツの
ドイツ現地法人（開発、製造、販
売会社）で副社長に就任。2010年

～現在、約３年間コマツのチェコ現地法
人（製造）で社長をしています。

　日本の主要企業は、グローバル経済に適応した事業環境の構築を急ぎ、その人材の確保に懸命になってい
ます。グローバルに戦える技術者に求められるものをイメージすることが、はじめの一歩です。海外で活躍する
先輩のアドバイスから、そのヒントをつかもう!

海外勤務への経緯

国際社会で活躍できる人になるために

在校生へのメッセージ

海外勤務への経緯

　欧米では幼い頃から自己主張すること
を学ぶので、和を尊び集団生活に慣れた
日本人には違和感があります。しかしなが
ら「人間の根っこは皆同じ」つまり「健康
で幸せになりたい」と言う願望は世界共通
と思います。自己主張とチームワークの両
方を上手く調和させる事と現地の特異性
（法律、文化や慣習、気候風土、国民
性）を組み合わせる事でモチベーションを
与えモラル（道徳）やモラール（やる気）
の向上に努めています。
　母国を離れ、自分が持つコアな知識と
行動力を武器に、異国で英語や現地語を

自由に話し、ビジネスの最前線で成果を
上げるグローバル人材。ＥＵ（欧州連合）
のお陰で人の国外移動はかなり自由なこ
こ欧州で強く感じるのは、グローバル（地
球規模）に加え、ボーダレス（境界の消
滅）の時代に既に突入しているという事で
す。激動する国際社会で活躍できる人材
の基本的な素養について個人的見解を述
べます。
1. いかなる環境でも健康と体力を維持
できること

2. ビジネスとプライベートの時間を完
全に分けること

3. 通常は上手くいかない事が当たり前
と思うと同時に、なぜ上手くいか
ないかを真剣に突き止めること

4. 国籍を問わず異世代、異性、異業種
の友達を作り交流を維持すること

5. 英語は特別視せず教養の一部とみな
し、もう一言語を習得する努力を
すること

6. 世の中で学歴と同じ価値を持つのは
生涯にわたる学習歴であることを
実践すること

7. 恥をかく事を恐れず恥を恐れること
を恥だと思うこと

　本学では、平成25年１月現在、23カ国・地域、79機関（大学・大学部局・研究所）との間で、国際交流協定を締結し、多くの学生が、語学研修プ
ログラムや相互交流プログラムに参加しています。
　また、（独）日本学生支援機構による留学生交流支援制度等を積極的に活用し、学生の海外派遣プログラムを複数実施しているほか、明
専会の奨学金により、多くの学生が研究発表のために海外渡航しております。
　平成23年度は、これらの制度により400人以上の学生が、プログラムや研究発表のために海外渡航しました。

国際社会で活躍できる人になるために

　今世界では、ものの見方を根本的に規
定している概念的枠組みが大きく変わる
パラダイム・シフトの時代に突入していま
す。その一方、人間の尊厳や宇宙の営み
など変えてはいけない、変えることができ
ない原理・原則も存在します。今後みなさ

んは、時代の大きなうねりを経験すること
になるでしょう。先ずは、学問、研究を通し
て物事を理論的に考える力をしっかり身
につけてください。そして、五感というアン
テナを全方位に向け、学問以外の分野に
も興味の触手を伸ばし感性に磨きをかけ

てください。日本から世界を見るのも良し、
世界に出向いて世界を見るのも良し。実
社会には様々な困難なことがあり、みなさ
んの登場を待ちわびています。若い世代
に構築した心と身体そして頭脳を駆使し
て問題解決に挑戦してください。「もうだ
めだ･･･と思った２歩先に幸せの扉は必ず
開いている」ことを忘れないでください。

在校生へのメッセージ

国際交流協定校の拡充、学生の海外派遣プログラム

チェコ現地法人スタッフと
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